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令和５年第１０回清瀬市教育委員会定例会会議録 

 

 

令和５年第１０回清瀬市教育委員会定例会が令和５年１０月２５日（水）午前９時３０分に招集さ

れた。出席委員、議事の大要は次のとおり。 

 

1 日 時 令和５年１０月２５日（水）午前９時３０分 

2 場 所 市民協働ルーム 

3 付議案件 別紙議事日程のとおり 

4 出席委員  坂 田  篤  （教育長） 

   宮 川 保 之 （教育長職務代理者） 

  粕 谷  衛  （委員） 

   尾 﨑 啓 子 （委員） 

   鈴 木 美 紀 （委員） 

 

5 事務局  南 澤 志 公 （教育部長） 

   大 島 伸 二 （教育部参事兼教育指導課長） 

   馬 場 一 平 （教育部参事兼教育支援担当課長） 

   宮 本 央 子  (教育企画課長） 

        北 平 宣 之 （教育企画課特命担当課長） 

        山 田 能 久 （生涯学習スポーツ課長） 

 

6 書   記  鈴 木 和 也  （教育企画課主事） 
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令和５年第１０回清瀬市教育委員会定例会 

令和５年１０月２５日（水） 

市民協働ルーム 

定例会 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名（尾﨑委員）   

日程第２ 教育長報告     

日程第３ 教育委員報告     

日程第４ 議案事項１９ 清瀬市教育委員会の電子情報処理組織を使用し

て行う申請等の手続の特例に関する規則の一部

を改正する規則 

教育企画課特

命担当課長 

日程第５ 報告事項１ 令和５年度重点事業の中間報告 教育企画課特

命担当課長 

日程第６ 議案事項 20 清瀬市社会教育委員の選任について 生涯学習スポ

ーツ課長 

日程第７ 報告事項２ 清瀬市スポーツ推進委員の退任について 生涯学習スポ

ーツ課長 

その他  

 

 

  



清瀬市教育委員会は「子供が育つ 市民が育つ まちも育つ 清瀬の教育」の実現に努めます 

議事の日程並びに議事の大要並びに議決事項 

 

 

開会 

坂田教育長が開会を宣言 

 

日程第 １ 会議録署名委員の指名（尾﨑委員） 

尾﨑委員を指名 

 

日程第 ２ 教育長報告 

教育長 9月２７日の定例会後に特色ある教育のプレゼンに参加した。文化庁からの

予算を取って行うことや企業や大学とコラボレーションを行うこと、謝金のかか

らない講師による講演を行うことなど各学校の工夫が見えるプレゼンがあっ

た。一方で特色ある教育に対して理解が不充分な学校もあったので、対応を

していく必要がある。 

９月３０日に新たな取り組みとして、教育相談室の公開講座が開かれた。今

後も周知広報を進めて継続していきたい。 

１０月３日に看護大学校の学長とお会いした。子供大学の新しい講座を開

設することをお願いし、次年度以降の実施に向けて話し合った。 

小学校の運動会へ参加した。教員の働き方改革やアフターコロナの対応と

して、午前のみ行う学校や学年によって時間差で登校させて競技を行う、名

称を体育発表会に変えるなどで学校ごと取り組みに工夫が見られた。一部の

保護者からはコロナ前の形に戻してほしいという要望もあったが、文部科学省

からの指針を考慮して学校行事の見直しを行っていく必要がある。 

１０月１０日に学校マネジメント研修に参加した。市内の４人の管理職候補

の講演を聞いた。このような有望な人材にプロジェクトチームへ参加させる等

の人材活用を考える必要がある。 

１０月１１日に都市教育長会が開かれた。東京都からの事業説明があり、教

員の採用倍率について話があった。地方自治体も協力して教員採用の倍率

を高くしていく必要があると思っている。部活動の地域移行についての話もあ

った。受益者負担を各地方自治体に任されてしまうと自治体の経済格差が教

育格差につながってしまうので国や東京都に補助制度を作ってもらうように交

渉していく。 

各学校の合唱祭に伺った。子供たちが落ち着いた雰囲気で TPO を踏まえ

た行動が出来ていると実感した。 

１０月２１日にビブリオフォーラムに参加した。１１名の書評を行った子供や

調べる学習コンクールで表彰を受けた１７名の子供たちの立派な姿を見て学

校教育の力が大きく寄与していると思った。 
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日程第 ３ 教育委員報告 

粕谷委員 芝山小学校の運動会に参加した。アフターコロナで開催は午前中のみで

行われていた。あっさりとした印象で物足りなさを感じた。時間を短くしての開

催には教員の負担を減らすといういい部分もあるが、子供たちや保護者の方

の記憶に残る運動会にしていくにはまだ時間がかかるという印象だった。 

尾﨑委員 報告としてはない。 

教育長の話にあった教員の採用について、学生の教員に対するイメージが

業務量の多い等の悪い印象が強くなっているので、大変ではあるがやりがい

がある仕事だという事を教員養成の段階でどう伝えていくかということが大切

であると思う。 

運動会については、午前中で終わってしまいあっさりした印象がある。働き

方改革という点もあるので、実際に行う中で感想を踏まえて今後の運営を検

討していく必要がある。 

宮川職務代理

者 

運動会については２校を見学した。名称の変更は新しい期待や成果につ

ながり、教育観を変えることにもつながる良いことだと思う。また、午前のみに

なったことで午後は家族で出かけるなど家族のコミュニケーションの機会が増

えることもあり、時間の短縮にも良い面があると思う。運動会で先生方が組織と

して計画に従った行動ができるかを見てみると改善点のある学校もあった。 

調べる学習コンクールについては参加できなかったが、この取り組みは家

庭で学校の宿題以外の自主学習を進める良い影響をもたらすと思う。 

部活動については、信頼関係の構築や活動を楽しみ自分の力を伸ばして

いくことを目指していくもので、教育の一環であり、地方自治体任せになってし

まうのは良くない。国や東京都が主導したほうが良いと思う。 

教員養成について、教員の採用倍率が下がってしまっている状況である

が、青田買いをするようなことは良くない。教員を目指す人を増やしていくため

にも教員が一生の仕事だという考え方を変えるべきだと思う。教員を経験する

ことで他の仕事への道も選択できるようにしていく必要があると思う。 

鈴木委員 ビブリオフォーラムと調べる学習コンクールの発表会へ参加した。 

ビブリオフォーラムでは、会場全体が一人一人の発表を聞こうという暖かい

空間となっていて、発表者の小学生は質疑応答にもきっちりと答えられていて

素晴らしいと感じた。 

調べる学習コンクールでは、児童・生徒にも話を聞いて、本は想像力の基と

なり生きていく力を作ることにつながると感じた。この発表を学校全体で共有

出来れば本に対して興味が少ない子供が本に興味を持つきっかけにもなると

思う。 

こういった発表の場では表現力が重要な点となるが、それだけでなく子供

の自発性や発想力を大切にしていくことができるようになるとよいと思う。 

運動会については、清瀬市の学校のものは参加できなかったが、前に所属

していた学校の運動会に参加した。運動会は高学年と低学年が交流するい

い機会であると感じた。開催時間については見直していくことも必要であり、コ
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ロナ前の形に戻していくか新しい形にしていくか検討していく必要がある。 

 

日程第 ４ 議案事項１９ 清瀬市教育委員会の電子情報処理組織を使用して行う申請等

の手続の特例に関する規則の一部を改正する規則 

教育企画課特

命担当課長 

 令和６年３月３１日を以って、東京電子自治体共同運営協議会が解散され、

所管していた各種事業が令和６年４月１日に一般財団法人 GovTech 東京へ

移管されるため、清瀬市教育委員会の電子情報処理組織を使用して行う申

請等の手続の特例に関する規則にある名称を変更する改正である。 

 東京電子自治体共同運営協議会へはほぼすべての自治体が参加してい

て、担ってきた電子サービスの事業は GovTech 東京へ継承される。さらに

GovTech 東京では複数自治体による共同調達のサポートなどを行う予定であ

る。 

教育長 この改正は名称変更に伴う規則改正で内容的な変更はないと理解してよ

いか。 

教育企画課特

命担当課長 

はい。 

宮川職務代理

者 

共同調達について、可能性や期待される成果は何があるか。 

教育企画課特

命担当課長 

検討している内容としては、都内での校務支援システムの共同調達につい

てのメリット・デメリット、価格がどうなるか等がある。 

教育長 議案第１９号について、提案通りに同意することに異議はないか。 

各委員 異議なし 

 

日程第 ５ 報告事項１ 令和５年度重点事業の中間報告 

教育長  令和５年度重点事業の中間報告については、担当課からの詳細な説明は

省略させていただき、委員からの質問に対する質疑応答の時間とする。 

尾﨑委員 デジタル連絡ツールの活用について、学校管理職の一部から配信回数が

多いという意見があるという点を説明いただきたい。また、頻度の調査や内容

の精査について、どのように行う予定であるか。 

教育企画課特

命担当課長 

 デジタル連絡ツールであるホームアンドスクールは今年９月から運用開始を

しており、学校から保護者への連絡がメインであるが、自治体からのお知らせ

もある。どこからの通知かが分かりにくく、学校からの通知だと思い開くと自治

体からのお知らせであること等に対して意見をいただいている。 

 今後、頻度や自治体からの通知として発信する内容についても含めて、年

度末にアンケートを実施して、運用方法の検討を行っていく予定である。 

尾﨑委員  どこからの通知なのかを分かりやすくしていく工夫をしていくのがよいと思う。 

教育長  情報量が多すぎると本当に重要な情報が紛れてしまうとも考えられるので、

運用方法については学校とも調整を行っていってほしい。 

粕谷委員  情報ツールが多い中で必要な情報を一元化ができるのはよい事だと思う。

自治体からの通知が多いという学校からの意見は、自治体からの通知も学校
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から通知を送ることとなり、事務量が増えるという内容なのか。 

教育企画課特

命担当課長 

 自治体からの通知は直接、事務局等が送付しているため、学校側で何か行

うことはない。しかし、情報量が多くなり、学校と自治体からの情報が混在する

ことで、保護者からの問合せもあるため、学校としては自治体からの情報をな

るべく精査してもらいたいという意見をいただいている。 

粕谷委員  学校からの通知については、基本的にホームアンドスクールで送付するよう

になっているのか。 

教育企画課特

命担当課長 

 学校ごとの判断となるが、現在、ホームアンドスクールの保護者登録率は全

体で 95％ほどとなっており、各学校でかなり利用されている。登録されていな

い保護者もいるので、学校ごとに登録されていない保護者には別の形で同じ

通知が届くように配慮している。 

粕谷委員  ホームアンドスクールの通知は児童・生徒のタブレットで確認するのか、保護

者の端末で確認するのか。 

教育企画課特

命担当課長 

 保護者の端末にアプリをインストールして、確認をしてもらうようにしている。 

鈴木委員  質問は特にない。ホームアンドスクールを活用する際には学校への支援もし

ていくと教員にとっては扱いやすいと思う。 

宮川職務代理

者 

 以前に行われた昨年度の重点事業の点検評価結果については、市議会へ

報告はしているか。 

教育部長  昨年度の重点事業の点検評価結果については、９月議会にて報告を行っ

ている。 

宮川職務代理

者 

 市議会議員からの意見や感想はあったか。 

教育部長  指標に関して、成果指標となるような PDCA サイクルを心がけていく必要が

あるという意見を長期総合計画の PDCA にも絡めた内容でご意見をいただい

た。それ以外の大きな質問はなかった。 

宮川職務代理

者 

 昨年度の点検評価の有識者からの意見に、教育効果としての成果指標とす

るためには子供の具体的な姿と定量的または定性的に設定することが重要で

あることや、教育効果を最大限に高める為の成果指標の設定が出来ていない

という厳しい指摘をされているが、何か改善策を行っているか。 

教育部長  全体的な成果指標と取り組み内容の関連性の改善が必要な点であると考え

ている。これまでの成果指標の設定が上位の目標で事業内容と離れたものと

なっていたため、令和５年度から PDCA サイクルに当てはまるように、具体的

で事業内容に沿った成果指標の設定となるように改善している。 

宮川職務代理

者 

 個票にかかれている方向性が抽象的なものであり、以前から点検評価で具

体的な目標設定の必要性について指摘があったが改善されていないため、

改善して欲しい。 

 点検評価については、アンケートや利用者からのコメントから目標が達成さ

れているかの評価を行う事が良い。デジタル連絡ツールの活用についてはア

ンケートを取るという事だったので、そのような形で評価を行うようにしていって
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ほしい。 

教育部長  方向性については教育総合計画マスタープランを引用している箇所となっ

ていて、令和５年度からは事業概要、事業目的、事業指標の欄を設けて、方

向性とは別に記載を行うようにしている。 

宮川職務代理

者 

 計画の内容をそのまま載せることも必要かもしれないが、事業の点検評価と

して整理された内容を示していくことも一つの考えであると思う。そうすることで

最終的な目標と事業の指標との関連がより明確になると思う。 

教育長  方向性については教育総合計画マスタープランを引用しているという話であ

るが、教育総合計画マスタープランの内容が市民の方々が分かりやすく評価

とも結びつきやすいような内容に工夫していく必要があると思う。 

粕谷委員  下宿地域市民センターのテラスの工事について、指定管理者による自主事

業を年８回程度行うとあるが、既に予定されているイベントに含まれているの

か、新たにイベントが開催されることになるのか。 

 自主事業は指定管理者が一任されて行うのか、市がある程度は関与して内

容を決めていくのか。 

生涯学習スポー

ツ課長 

 下宿地域市民センターのイベントで既に企画されているものでもこれから新

たに計画されるイベントも含まれてくると見込まれる。下宿センターのイベント

については生涯学習スポーツ課へ事前に提出いただいている内容であり、テ

ラスを開設することでイベントのブースを屋外に広げたり、テラスを活用して新

たにイベントを企画することが考えられるが、指定管理者より提案された内容

を生涯学習スポーツ課で承認したうえで実施していただくようになる。 

粕谷委員  中間の内容に１２月から情報発信していく予定と記載されていて、季節的に

屋外でのイベントは厳しい部分もあると思うが、テラスを使用した自主事業はも

う少し先になるのか。 

生涯学習スポー

ツ課長 

 １２月から情報発信予定となっているが、物品の調達が完了すれば予定より

も早くオープンが出来ると見込んでいる。秋口にオープン出来ればそれに合

わせたイベントを実施出来ればと考えている。積雪のシーズンにはその中で

できるイベントを企画出来れば行いたいと考えている。 

粕谷委員  テラスは一般の方が自由に使用することが出来るのか。 

生涯学習スポー

ツ課長 

 基本的には自由に使用できる場所として設定しているが、夜間については

安全面の確保も必要のため指定管理者と協議を行う。 

 

日程第 ６ 議案事項２０ 清瀬市社会教育委員の選任について 

教育長 個人情報に抵触する可能性あるため秘密会での取扱いとする。 

 

日程第 ７ 報告事項２ 清瀬市スポーツ推進委員の退任について 

教育長 個人情報に抵触する可能性あるため秘密会での取扱いとする。 
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閉会 

坂田教育長が閉会を宣言 

閉会 午前１１時１０分 

令和５年１０月２５日 

 

 

上記のとおり会議の顛末、大要を記し相違ないことを証する。 

 

 

清瀬市教育委員会 

            教 育 長 

 

            教 育 委 員 

 

 

 


